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【報告・紹介】
精神障害者の社会的自立について
――「けやきと仲間」活動紹介
特定非営利活動法人けやきと仲間　理事長／　　
千葉大学大学院社会科学研究科　総合政策専攻　　
籔下　敦子
１．特定非営利活動法人「けやきと仲間」とは
　「けやきと仲間」は平成 17年 4月、NPO法人として認可され、現在、精神
障害を持った当事者（けやきと仲間では“メンバー”と呼んでいます）22名、
学生ボランティア 12名、地域の一般ボランティア 9名、スタッフ 2名が、メ
ンバーの社会的自立を目指して千葉大学構内において、週 3回活動しています。
活動状況を述べながら、精神障害者の社会的自立にどのように取り組んでいる
かをご紹介したいと思います。
　自立には当事者の自主性を重んじるのが一番大事な事ですが、多くの作業
所、病院のデイケアでは自主性とは程遠い、専門家と呼ばれる人たちの計画に
基づいて活動が行われているのが普通です。一方「けやきと仲間」のメンバー
は千葉大学学生や、地域のボランティアさんと協働しながら、クラブハウス方
式により当事者主体で NPOを企画運営しています。クラブハウス方式とは、メ
ンバーとスタッフをパートナーシップの関係で捉え、スタッフに指示されて動
くのではなく、スタッフとメンバーが同等に運営していくことを指します。ス
タッフは助言したり相談にのりますが、メンバーの自主性を尊重します。また、
精神障害を持った人はコミュニケーションのとり方がうまくいかないのが特徴
です。メンバーはこれまで NPOの立ち上げ作業、大学祭参加、パン販売、新聞
作成、名刺作成販売等を通して、学生ボランティアとの交流を図ってきました。
こうした学生との交流の積み重ねが精神科リハビリテーションになり、病気回
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復につながり、いつしか社会的自立につながると信じています。メリットは学
生側にもあります。学生はメンバーと接することにより、彼らが以前想像して
いた精神障害者とは違う実像を見て、学生たちの精神障害者に対する見方が変
わって来たのを感じます。固定観念で固まった現在の地域住民の精神障害者に
対する差別と偏見の意識を変えることは至難の技ですが頭のやわらかい学生を
見ていますと、何年か先の将来の理想的な地域住民が育っているのを感じます。
けやきと仲間の大学内での活動は、学生に対する啓蒙活動にもなっています。
　ここに至るまでは、千葉大学法経学部・大学院社会科学研究科教授で、かつ
私のゼミの指導教官の広井良典教授に言葉に尽くせないほど温かいご支援をい
ただいた事、教えを請うたこと、大学当局、21世紀 COE事務局の真摯なご
尽力をいただいたことから、今日の「けやきと仲間」の活動があることを心か
ら感謝し、この紙面を借りてお礼申し上げます。
２．精神障害当事者会を立ち上げるに至った背景
　1991年秋、夫の転勤で当時 17歳の息子を伴い、家族でドイツ、フランク
フルト郊外に住む事になり、息子はフランクフルト・インターナショナル・ス
クール（FIS）に入学しました。英語のみで行われる授業は結構難しく、宿題
も日本の高校生では考えられないほどたくさん出ます。それも、課題に関する
本を数冊読んでそれに関する自分の意見を書くという、いわば日本で言うと大
学院並みの宿題でした。卒業生はボストン大学、京都大学を初め日本でも名を
知られた有名大学に進学するようなハイレベルの高校だったのです。８時から
15時まで英語で行われる授業、野球（夏季）とバレーボール（冬季）の部活
をして帰ってくると疲れきって夕食を食べてすぐ寝て、夜中 12時か 1時に起
きて宿題をし、という生活をするうちに、昼夜逆転の生活になり、そのうち起
きられなくなり，次第にストレスから、情緒不安定に向かっていました。それ
でもそれなりに高校生活をエンジョイし FISを卒業したのは、好きなスポー
ツでストレスが発散できたからでした。それより、一人日本に帰国し大学に入っ
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てからが辛かったと本人は言います。日本の文化に適応できないダブル・カル
チャーショックだったのです。
　大学 2年になった頃、私は夫と帰国して息子の様子がおかしいことに気づき
病院に連れて行ったところ統合失調症でした。息子が大学に再入学した時、私
も医療と福祉を学ぶため、東京都清瀬市にある日本社会事業大学に編入学しま
した。片道 2時間 15分かけての遠距離通学と 35年ぶりの大学生活は錆び切っ
た頭には辛いはずですが、精神病の援助方法が学べる喜びで一杯でした。そ
のとき、精神病は服薬治療ももちろん大事ですが、治す力は当事者自身の中に
あること、地域で普通の生活をすることや、無理のない短時間就労を継続する
ことが精神科リハビリテーションになること、これからは当事者の時代が来る、
医者や看護師、精神保健福祉士等が専門家ではなく、当事者の心が一番わかる
当事者こそが専門家であること、今までの福祉は、知的障害、身体障害、精神
障害、高齢者問題等と縦割であったが、これからは障害者問題も、高齢者問題、
すべてまとめて地域福祉問題として捉える時代が来る、等の話が当時の私は、
すべて新鮮で、驚きで、光が私の心の中に差し込んだように、別の見方で精神
病の事を考えるようになりました。今まで家族として、何をしてやればいいの
だろうかとか、息子の事だけを考えて大学の門をたたいたはずなのに、誰でも
なる可能性のある精神疾患を持った方の社会的自立を私のライフワークにしよ
うと決意する心境の変化がありました。
　４年の夏ごろ、ゼミ教官で精神保健援助論の寺谷隆子教授に「NPOを立ち
上げなさい！」と激励され、当時地域福祉学の大橋謙策教授（現学長）からは、「福
祉はまだマイナーな分野だ。福祉なんて理解できない人に福祉の必要性を説得
できるような力をつけるために総合大学の大学院に行きなさい」と勧められま
した。精神保健福祉や精神医学を勉強しても精神障害を持った方を社会的自立
に導くことは難しいと悩んでいた私は、現場の声を政策に結びつける必要性を
強く感じ千葉大学大学院の総合政策を専攻する事にしました。そこで広井良典
教授と劇的な出会いをします。大学院入試面接試験場で私が ｢NPOをたちあ
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げたい ｣と発言した事を覚えていてくださり、最初の授業の後、福祉・環境情
報センターに案内してくださって「NPOを立ち上げたいのなら、ここで活動
してみてはいかがですか？」とおっしゃってくださったのです。夢のようなお
話でした。家族として苦しんだ体験が、その後の NPO立ち上げの理念や経営
方針の栄養となりました。人生に無駄な時、無駄な体験、明けない夜はないと
つくづく思いました。
３．当事者会設立から NPO設立まで
　傷をなめあう当事者会ではなく、障害を持っている者同志、協力しあい、支
えあって社会的自立を成し遂げる当事者会設立が目的ですから、それ相当の力
を持った当事者のキーパーソンが要ります。若いメンバーを引っ張っていける
ような、経験豊かな当事者を探しました。4月からキーパーソン探しを続けま
したがなかなか適任者がみつからず、もしかして無理かも･･････と思い始めた
8月、灯台下暗しとはこのことで、同じ科の学生で、大学院社会科学研究科経
済専攻の学生の古田昌則さんにめぐり合いました。障害経験を持ちながら三井
信託銀行で 58歳まで働き、学者になりたかったという夢を実現するため、早
期退職し千葉大学大学院に入学した快挙は新聞紙上でも紹介されました。古田
さんは好きな学問ができる幸せを語り、残された人生を同じ病気の人に向き合
い何らかのアドバイスができれば嬉しいと副理事長を快諾してくれました。
　10月、古田さん、学生の斉藤愛子さん、斉藤えりかさん、中嶋結也君、笹
島大介君、松尾圭君と精神障害者小規模作業所を回り、当事者募集を行いまし
た。訴えたことは、①千葉大学構内を地域と考え、学生を地域住民と考え千葉
大学の中にリハビリテーションの場をクラブハウス方式で作ろう、②誰かに命
令されて行動するのではなく、当事者が企画し運営する当事者会を作ること
は、可能性が広がり、夢と希望を持つことにつながる。それが病気を治すこと
につながる、③学生と協働しながら、社会的自立を目指そう、ということでし
た。学生ボランティア募集説明会でも精神障害者に接したことのない学生がほ
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とんどでしたが、躊躇している一
般学生を前に彼らは「僕たちも初
めは作業所でどう話してよいかわ
からず緊張したが、そのうち、打
ち解けて僕たちと変わらないこと
がわかった」と発言し、大勢の学
生がボランティアとして参加して
くれるきっかけを作ってくれま
した。11月には大学祭に参加し
NPOひびき、NPOハートケアゆー
あいの障害者が作ったパンをメンバーと学生は協働して完売しました（写真１）。
　1ヶ月前までは大学で学生とこのような交流ができるなどと考えたことも
なかったメンバーの顔が活動を重ねる毎に輝いてきました。大学祭終了後、
NPO設立準備を始めました。定款を作るのもメンバー全員が関わりました。
こういう会になってほしいという理念や目的をメンバーや学生が各自書き、そ
れを基に皆で話し合って決めるという方法をとりました。非能率的でも、自分
たちの企画運営する NPOであることを体でわかってもらいたかったのと、こ
ういう作業が社会的自立につながると思ったからです。理念や目的は学生より
メンバーのほうが当事者ならではの思いが伝わるいい文章を考えました。申請
書類は学生が 10分間の授業移動時間や昼休みに駆けつけてパソコンで打って
くれました。学生とメンバーとボランティアさんの協働作業で出来た NPO法
人申請書類でした。平成 17年 3月 11日、NPO法人登録をし、メンバーが市
役所の障害課、保健所、心の健康センター、数箇所の病院に挨拶回りをしました。
４．仲間と自立を目指す
　名称もメンバー全員で候補名を持ち寄り、採決して「けやきと仲間」に決定
しました。「けやき」は千葉大学のシンボルツリーであることから活動場所を
写真１　平成 16年大学祭でパンを販売
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表します。「仲間」は
メンバーも学生もボ
ランティアさんもみ
んな仲間という意味
です。親亡き後、助け
合えるのは当事者仲
間という切実な現実
もあります。仲間と助
け合い、全員で社会的
自立を果たしてほし
いという願いもあります。その頃バンドを作りたいという声がメンバーからあ
がりました。しかし楽器はないし、買うお金はないし、困っていたところ大学
院の学生で、幕張総合高校の非常勤音楽講師を務める飯島淳君が、自分の体が
楽器というボディーパーカッションを指導してくれました。16年 11月から 1
年間に渡る飯島君の指導は時には厳しく、時には暖かく、毎週教育学部の学生
山本智香さんとボランティアの山本陽子さんが飯島君がいない時は指導してく
れました。大学祭本番でのボディーパーカッションが今までの練習の中で一番
うまく決まり（写真２）、「翼をください」の歌の時は音楽部の学生もステージ
に乗り切らないほど友情出演してくれて感動しました。ステージ上で飯島君の
目にも涙が潤んでいました。仲間としての結束が深まったのもボディパーカッ
ションの練習を通してでした。
　毎月の新聞「けやきと仲間め～る」は大学院生の新井正康君が 6号まで作っ
てくれて、その後はメンバーがすべて作るようになりました。イラストも学生
の斉藤えりかさんが担当していましたが今はメンバーの絵を掲載しています。
ボランティアの松山雅子さんの指導のお陰で、小森裕子さんや白鳥初美さんは
絵を描くことが好きにな り他のことにも自信を持つようになりました。松山
さんがメンバーの隠れた才能を導き出し、花を咲かせました。描いた絵をスキャ
写真２　平成 17年大学祭でボディーパーカッション披露
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ナーで取り込み絵葉書にしパン販売やイベントの時、販売しています。
　パソコンや絵手紙の教室を就労訓練まで繋げるのがけやきと仲間流のやり方
です。入会した時はパソコンができなかったメンバーが今では名刺の作成・販
売も手がけるようになったのは、パソコンを指導してくださっているボラン
ティアで、元千葉大学総合情報センターの西條良和先生、元 IBMの営業の武藤
清志さんのお陰です。元 IT関連の会社でソフトを作っていた渡俊一君の入会
も大きいです。現在経理は副理事長の古田さんが一手に引き受けていますが、
18年度からメンバーがやよい会計ソフトを使って経理をやりたいと簿記講習
を始めました。高山修一君が簿記 2級、竹田三奈さんが簿記 1級免許取得者で
ある上、竹田さんは以前やよい会計ソフトを使った仕事をしていました。ま
た、学生の佐藤奈津子さん、三浦千香さんも一緒に指導してくれました。レジ
スターの講習は沢井吉孝君、竹田さんが先生です。当事者が講師役を務めるほ
どけやきと仲間のメンバーはやる気満々です。驚いた事には沢井君はレジ打ち
などやったことがないのに説明書を読んでマスターして自ら率先して講師役を
引き受けている事です。夢と希望がこれほどまでメンバーのやる気を起こさせ
たことに感動しました。社会的自立に一歩一歩近づいているのを感じます。
５．「精神障害者の地域生活推進ネットワーク・ちば」で発表
　人は「誰もが、ありのままに・その人らしく、地域で暮らすこと」や「かけ
がえのない一人の私として人生を有意義に歩むこと」を願っていますが、高齢
や、病気や障害など困難なことに直面して、努力して生きています。精神障害
者は、障害による困難さだけではなく、社会からの偏見や差別にさらされ、疎
外感や孤立感を募らせやすい状況にあります。けやきと仲間の中ではメンバー
は心地よさを感じても、千葉市全体、千葉県全体を見ますと、障害者が暮らし
やすい地域になっているとは言いがたいのが現実です。それは精神障害者の就
労をとってみてもわかります。日本中どこに行っても、差別や偏見を感じない
地域にしていくのが福祉力です。
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　平成 18年 2月 12日千葉大学において、「精神障害者の地域推進ネットワー
ク・ちば」が開催されました。精神科医師、看護師、精神保健福祉士、当事者
がネットワークを作り一丸となって精神障害者が、障害をありのまま受け入れ
てもらえる地域にするにはどうすればよいかを話し合い各地の実績を共有する
のが目的です。参加者が一様にうらやましく思ったのが市川市の「精神障害の
人達が利用できる社会資源」の多さと多様性です。市川市は行政主導で福祉的
就労の場（授産施設、小規模授産、就労訓練所）、住居（グループホーム、ホー
ムヘルプサービス）を作ってきました。医療側が ACT-Jといって地域の重度
の精神障害者の元に医師や精神保健福祉士、看護師が出向いてケアとキュアを
するものや、保健所が中心になってマディソンモデル活用事業（クラブハウス、
クライシスハウス、ケアマネジメントの運営）を進めています。
　今、わが国は、障害者自立支援法と言ってできるだけ福祉にお金を使わない
ような動きになって、福祉環境が悪化しつつあります。政府は「障害者の皆さ
ん自分たちで自立してください（行政側が言う自立と障害者が求める自立は意
味合いが違う）」といって福祉予算を削る方向に向かっています。こういう時
期に「精神障害者の地域推進ネットワーク・ちば」が千葉大学で開催された意
義は大きいと思います。
　当大会でけやきと仲間の金井奈緒子さんは当事者の立場で発表しました。「私
の心を病んでからの 10年間は、まるで出口のない真っ暗なトンネルを当ても
なく手探りで歩き続けているような長くて辛くて苦しいものでした。このまま
一生が終わってしまうのではないかと不安に思った頃、けやきと仲間に出会い
ました。驚いたのは彼らはどんな問題を考える時も『病気だからできない』と
いう考えがないことです。ピアカウンセリングで各自の悩みを打ち明けて解決
策を考えることもします。NPOの経理も自分たちでやろうといって簿記の勉
強、レジの勉強を自主的に始めました。けやきと仲間のメンバーになって心の
病を持つ障害者にも明るい未来が待っていると信じるようになりました。一番
大切なことは障害者にとっても健常者にとっても、“優しさと思いやりそして
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仲間”ではないでしょうか」。
　行政や医療関係者の発表もありましたが、一番心を打ったと出席者の間で評
判でした。
6.　終わりに
　今まで精神障害の代弁者は専門家とか、支援者とか呼ばれる人でした。し
かし精神障害者の真の専門家は当事者で、精神障害の真の支援者も当事者です。
けやきと仲間には優秀な人材でありながら、波があるため、就労できないメン
バーが数多くいます。精神障害者の社会的自立とは必ずしも就労だけではあり
ません。自分たちのニーズを自分たち自身で主張すること、当事者主体では
なく、一歩進めて当事者主権でなくてはならない。当事者主権を声高に言えて、
それが通せて、はじめて当事者の社会的自立になりえるのだと思います。 
（やぶした・あつこ）
（2006年 3月 10日受理）
＊「けやきと仲間」連絡先
〒 261－ 0012
千葉市美浜区磯辺 3－ 5－ 7
TEL/FAX043-270-0603
http://keyakitonakama.sakura.ne.jp/keyakinakama/html
